
抗がん剤曝露時の対応フローチャート（山口大学医学部附属病院）

抗がん剤曝露発生

汚染を拡大しないように注意しながら、
汚染された防護具と衣服を直ちに脱ぐ

がん薬物療法における曝露対策合同ガイドライン 2015年度版 参照

汚染された部位を直ちに洗浄する
皮膚：石鹸と流水でよく洗浄

眼球：流水または等張性洗眼剤等で15分間以上すすぐ

速やかに受診（眼科、皮膚科）

曝露歴を健康診断結果と併せて自己管理

総務課職員係

労働災害申請
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（受診・治療）

（事務手続き）

（受診手続き）

医事課

診療科（眼科、皮膚科）

腫瘍センター・薬剤部作成



抗がん剤の曝露を受けたら
※汚染された白衣や制服は、各科・部署に置いてある、
黄色の袋（抗がん剤曝露用）に入れて洗濯に出してください。
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抗がん剤曝露時の対応方法（山口大学医学部附属病院）
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